
 

                         
 

  
 

                    

 
       

 

大
根
や
ぐ
ら 

 

鹿
児
島
県
南
九
州
市
で
、
毎
年
十
二
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
、
田
ん
ぼ
の
中
に
組
ま
れ
る

「
大
根
や
ぐ
ら
」
。
こ
の
地
域
の
冬
の
風
物
詩

で
す
。 

竹
で
組
ん
だ
三
角
形
の
大
根
や
ぐ
ら
は
、
大

き
い
も
の
で
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
全
長
百
メ
ー

ト
ル
以
上
で
、
そ
こ
へ
多
い
場
合
は
一
万
本
の

大
根
を
干
し
ま
す
。 

大
根
が
干
し
あ
が
っ
て
い
く
ほ
ど
に
旨
味

が
凝
縮
さ
れ
、
美
味
し
い
寒
干
し
大
根
に
仕
上

が
る
そ
う
で
す
。 

大
根
が
冬
の
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
て
、
乾
燥
し

て
い
く
ほ
ど
に
旨
味
が
凝
縮
す
る
よ
う
に
、
人

も
社
会
に
出
て
世
の
寒
風
や
荒
波
に
さ
ら
さ

れ
る
中
に
心
が
成
長
し
旨
味
の
あ
る
人
間
性

が
培
わ
れ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
で
も
あ
り
ま

し
ょ
う
。 

世
の
中
に
は
、
い
ろ
ん
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

い
う
寒
風
や
荒
波
が
あ
り
ま
す
。
難
儀
も
、
必

要
の
な
い
も
の
は
避
け
、
遭
遇
し
た
も
の
は
肥

や
し
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
有
り
難
い
こ

と
で
す
。「
世
の
中
は
徳
の
船
に
乗
っ
て
渡
れ
」

と
の
み
教
え
通
り
に
真
の
信
心
を
培
い
、
旨
い

人
生
と
な
る
よ
う
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。 



令和７年２月                        いっしん 

 

- 2 - 
 

令
和
三
年
度 

鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会 

定 

期 

総 

会 開
か
れ
る 

 
 

 
 

 
 

令
和
七
年
一
月
二
十
六
日(

日)

鹿
児
島

教
会
に
お
い
て
、
鹿
児
島
地
方
教
会
連
合

会
の
令
和
七
年
度
「
定
期
総
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

                  

教
師
十
三
名
、
信
徒
九
名
の
出
席
と
、

十
三
名
の
委
任
状
が
あ
り
、
総
会
は
成
立

す
る
こ
と
と
な
り
、
藤
岡
昭
彦
先
生
が
議

長
に
指
名
さ
れ
、
令
和
六
年
度
の
活
動
・

会
計
の
報
告
、
令
和
七
年
度
の
活
動
方

途
・
予
算
の
審
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
安
武
秀
信
先
生
（
大
口

教
会
長
）
に
よ
る
講
話
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
、
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
          

 

       

                           

《令和７年度 連合会の主な行事》 
 

  典楽講習会…３月１５日（土）･１６日（日）…鹿児島教会 

  教区主催教師研修会…６月１１日（水）……鹿児島教会 

  教師研修会………６月２４日（火）…………加治木教会 

  信奉者集会………７月６日（日）…勤労者交流センター 

さつま会………………  未 定 

夏の集い…………８月１７日（日）…（場所未定） 

女性の集い………９月７日（日）…勤労者交流センター 

布教協議会………１２月１２日（金）………加治木教会 
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少
年
少
女
会 

鏡 

開 

き 

開
か
れ
る 

 お
正
月
気
分
が
ま
だ
残
る
一
月
六
日
、

少
年
少
女
会
「
鏡
開
き
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。 「

鏡
開
き
」
は
お
正
月
に
神
様
に
お
供

え
し
た
鏡
餅
を
お
さ
げ
し
て
ぜ
ん
ざ
い
に

し
て
い
た
だ
く
行
事
で
す
。 

ま
た
「
七
草
」
の
お
祝
い
の
季
節
で
も

あ
り
「
な
な
く
さ
（
七
種
）
た
こ
焼
き
」

を
楽
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

            

                           

         

ま
ず
、
開
会
儀
礼
を
し
て
、
紙
芝
居
（「
お

め
で
と
う
お
正
月
さ
ん
」
）
、
ゲ
ー
ム
（
チ

ラ
シ
で
パ
ズ
ル
）
で
雰
囲
気
が
ほ
ぐ
れ
て
、

調
理
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
具
材
は
、
タ

コ
、
コ
ー
ン
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
チ
ー
ズ
、

エ
ビ
、
ア
サ
リ
な
ど
な
ど
七
種
類
以
上
入

っ
た
「
七
種(

な
な
く
さ)

た
こ
焼
き
」
で
す
。 

天
地
の
お
恵
み
の
、
海
の
幸
、
山
の
幸

な
ど
な
ど
、
あ
り
が
た
～
く
、
も
っ
た
い

な
～
く
、
お
そ
れ
お
お
～
く
、
粗
末
に
し

な
い
よ
う
、
感
謝
の
心
を
込
め
て
「
食
事

訓
」
を
唱
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
天
地
の

親
神
様
の
お
恵
み
と
、
家
族(

親)

、
農
家
や

流
通
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
、
お

世
話
に
な
る
み
ん
な
に
感
謝
の
心
を
さ
さ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
伝
え
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。 
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山

本

博

敏

先

生 

葬
儀
仕
え
ら
れ
る 

 

一
月
二
十
二
日
、
山
本
博
敏
先
生
が
七

十
四
歳
に
て
ご
帰
幽
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
加
治

木
教
会
の
後
継
の
御
用
に
当
た
ら
れ
る
べ

く
、
専
心
御
用
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。 

                 

ご
晩
年
は
、
甘
木
教
会
に
お
い
て
在
籍

教
師
と
し
て
御
用
に
当
た
ら
れ
、
お
道
の

教
師
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

福
岡
市
の
介
護
施
設
で
ご
帰
幽
に
な
ら

れ
、
福
岡
市
姪
浜
の
葬
儀
場
に
お
い
て
、

甘
木
教
会
親
先
生
ご
祭
主
の
も
と
、
奥
様

の
美
和
子
先
生
は
じ
め
、
ご
家
族･

ご
親

族･

親
し
い
お
道
の
教
師･

信
奉
者
に
囲
ま

れ
て
、
し
め
や
か
に
ご
葬
儀
が
仕
え
ら
れ

ま
し
た
。（

二
十
三
日
・
終 

祭

二
十
四
日
・
告
別
式

） 

                 

 

一
月
二
十
三
日
、
お
繰
り
合
わ
せ
を
い

た
だ
き
き
、
山
本
博
敏
先
生
の
お
葬
儀
に

お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
は
、
博
敏
先
生
と
今
ま
で
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
玉
串
奉
奠
の
時
に
お
孫
さ
ん
が

（
現
高
校
生
）
大
き
く
な
ら
れ
、
政
美
先

生
の
式
年
祭
に
お
参
り
し
て
来
ら
れ
た
折

り
に
パ
ッ
パ
ッ
と
絵
を
描
い
て
、
そ
の
下

の
方
に
は
「
バ
ア
バ
へ
」
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。 

〈
あ
の
時
の
男
の
子
が
こ
ん
な
に
大
き

く
な
り
、
博
敏
先
生
・
美
和
子
先
生
の
子

供
さ
ん
達
四
人
と
一
緒
に
お
育
て
を
い
た

だ
か
れ
立
派
に
な
っ
て
・
・
・
〉
と
思
い
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
信
心
の
お
育
て
を
頂

か
れ
、
ご
家
族
仲
良
く
過
ご
し
て
行
か
れ

る
こ
と
を
願
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
こ
と
で
し
た
。 

 
 

〔
矢

野

文

枝
〕 
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感 

詠 

（教
会
長
） 

 
内
は
五
度
外
は
二
度
ほ
ど
冬
の
朝 

健
康
あ
り
て
起
き
出
し
も
で
き 

 

揺
れ
出
し
て
ど
こ
に
逃
げ
る
か
話
す
る 

余
裕
も
あ
った
震
度
四
な
り 

 

花
苗
は
時
季
に
な
ら
ね
ば
葉
も
付
け
ず 

茎
も
伸
ば
ね
ば
蕾
も
つ
け
ず 

 

根
気
よ
く
待
つ
こ
と
に
し
て
明
日
ま
た 

わ
ず
か
に
育
つ
こ
と
を
た
の
し
み 

 

 

「
改
ま
り
の
願
い
」(

加
治
木
教
会)

 
 

自
己
中
心
の
信
心
か
ら 

 

親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
に
、 

 

親
神
様
を
使
う
信
心
か
ら 

 

親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き 

ご
安
心
い
た
だ
き 

ご
信
用
い
た
だ
く
信
心
に
、 

 

お
か
げ
を
信
じ
る
信
心
か
ら 

 

親
神
様
・
ご
神
慮
を
信
じ
る
信
心
に
、 

 
 
 
 

改
ま
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。 

 
 

ご
霊
神
様
の
お
立
日 

 

二 

月 
 

 

桐
野
ケ
サ
ノ 

之
霊
神

（１
日
）昭
和
９
年 

桐
野
秋
子 

之
霊
神

（３
日
）昭
和
７
年 

中
村
照
子 

之
霊
神

（４
日
）平
成
15
年 

星
原
春
雄 

之
霊
神

（５
日
）平
成
24
年 

吉
屋
安
光 

之
霊
神

（８
日
）平
成
１
年 

川
畑
正
徳 

之
霊
神

（
12
日
）昭
和
23
年 

矢
野
政
美
大
人 

之
霊
神

（
12
日
）平
成
11
年 

野
元
和
子 

之
霊
神

（
13
日
）平
成
30
年 

小
屋
敷
慶
二 

之
霊
神

（
14
日
）平
成
４
年 

川
畑
助
太
郎 

之
霊
神

（
18
日
）昭
和
23
年 

最
勝
寺
剛
藏 

之
霊
神

（
18
日
）昭
和
47
年 

平
島
タ
キ
ノ 

之
霊
神

（
18
日
）昭
和
52
年 

福
山
一
間 

之
霊
神

（
20
日
）平
成
16
年 

川
畑
幸
正 

之
霊
神

（
21
日
）昭
和
21
年 

野
口
ミ
ヤ
ノ 

之
霊
神

（
22
日
）昭
和
60
年 

永
原
初
男 
之
霊
神

（
22
日
）平
成
22
年 

大
山
テ
ル
之

霊

神

（
22
日
）平
成
27
年 

平
島
房
代 

之
霊
神

（
24
日
）昭
和
６
年 

中
島
武
夫 

之
霊
神

（
24
日
）昭
和
50
年 

桐
野
ケ
イ 

之
霊
神
（
25
日
）昭
和
２
年 

前
田
京
子 

之
霊
神

（
25
日
）平
成
14
年 

山
下
ヒ
サ
エ 

之
霊
神

（
28
日
）平
成
２
年 

宮
内
ミ
ツ
ル 

之
霊
神

（
28
日
）平
成
13
年 

  

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・
幽
冥(

か
く
り
よ)
で
の
お
働
き

あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。 

立
日
の
月
に
は
、
故
人

を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会

で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
霊
祭
を
お
仕
え
し
、
ご
家
族
の

玉
串
を
奉
て
ん
を
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

…
… 

１
月 

…
…
…
… 

１
（
祝
）
●
元 

日 

祭 
 

正
午 

３
（
金
）
甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

６
（
月
）
★
少
年
少
女
会｢

鏡
開
き｣

10
時
半 

９
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

〃 
 
 

鹿
児
島
県
教
誨
師
会(

教 

会 

長 

西
本
願
寺
に
て)

 

10
（
金
）
●
月
例
祭 

10
時
半 

11
（
土
）
濱
口
家
霊
祭(

宅
祭)

 

16
（
木
）
連
合
会
執
行
部
会(

上
荒
田 

教
会
に
て)

10
時
半 

21
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

23
（
木
）
山
本
博
敏
先
生 

終
祭 

24
（
金
）
山
本
博
敏
先
生 

告
別
式 

26
（
日
）
連
合
会
定
期
総
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

10
時 

28
（
火
）
教
誨
師
委
員
会(

教 

会 

長 

西
本
願
寺
に
て)

15
時 

31
（
金
）
清

掃

御

用    

10
時 

  

 令
和
六
年
度
の 

少
年
少
女
全
国
大
会
に
向
け
て
の 

ま
ご
こ
ろ
運

動 

折
り
鶴 

 

一
七
三
七
羽 

古
切
手 

 

一
〇
一
枚 

古
テ
レ
カ 

一 

枚 
 

集
ま
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
折
り
鶴
は
、

わ
か
ば
祭
に
お
供
え
さ
れ
、
広
島･

長
崎
の
平
和
記

念
公
園
に
贈
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
も
み
ん
な
で
祈
り

を
込
め
て
、
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 
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二
月
十
七
日(

月) 
甘
木
親
教
会 

報 
徳 
祭 

参
拝 

 

ニ
月
二
日(
日)
十
一
時
よ
り 

前
日
、
清
掃･
準
備
御
用 

報 

徳 

祭 

奉
仕 

引
き
続
き 

矢
野
政
美
大
人
例
年
祭 

教
話 

多
良
木
教
会
長 

梅
木
博
光 

先
生 

 

《
隣
接･

関
係
教
会 

報
徳
祭
》 

二
月
九
日(

日)
 

大
口
教
会 

安
武
真
喜
栄
媛
一
年
祭 

正
午
よ
り 

二
月
十
一
日(

祝･

火) 

多
良
木
教
会 

午
前
十
一
時
よ
り 

 

三
月
十
五
日(

土)

14 :00
・
十
六
日(

日)

10:00 

典

楽

講

習

会 

鹿
児
島
教
会
に
て 

琴･

龍
笛･

笙･

篳
篥･

太
鼓 

 

 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

２
月 

…
…
…
… 

１
（
土
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

後
掃
除
御
用 

２
（
日
）
●
加
治
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

３
（
月
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

４
（
火
）
甘
木
手
柴
家
霊
祭 

〃 

甘
木
親
教
会
初
代
立
日
御
祈
念
10
時 

９
（
日
）
大
口
教
会
一
年
祭 

〃 
 
 

清
掃
御
用 

10
時 

10
（
月
）
●
月
例
祭
10
時
半 

11
（
祝･

火
）
多
良
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

13
（
木
）
教
誨
御
用 

 

12
時
半 

17
（
月
）
●
甘
木
親
教
会 

報
徳
祭
11
時 

18
（
火
）
甘
木
親
教
会｢

同
釜
会｣

 

21
（
金
）
清
掃
御
用 

10
時 

22
（
土
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

23
（
日
）
少
年
少
女
会 

28
（
金
）
清
掃
御
用 

10
時 

 

      

 …
… 

３
月 

…
…
… 

１
（
土
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
月
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

〃 
 

教
誨
師
会
研
修
会(

県) 

８
（
土
）
地
鎮
祭
（
木
村
家
） 

９
（
日
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
月
）
●
月
例
祭
10
時
半 

13
（
木
）
矢
野
ク
ラ
刀
自
立
日 

御
祈
念

十

時 

15
（
土
）
～
16
（
日
）
典
楽
講
習
会

鹿
児
島

教 

会 

19
（
水
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

20 (

祝･

木)

●
春 

季 

霊 

祭  

10
時
半 

22
（
土
）
●
月
例
祭･

共
励
会
13
時
半 

29(

土)

～
30(

日) 

 

●
御
本
部
天
地
金
乃
神
御
大
祭 

参
拝 

31
（
月
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

           


